実践報告

１．対象学年

　　普通科１年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態


今回の実習は，コンピュータ等の情報機器を使用しない実習のため，スキルの差は問題にならず，実習に取り組むことができた。
○　実習環境，使用ソフト等
今回は，情報機器を使用しない実習である。

３．実践内容

「情報を活用するための工夫と情報機器」の領域「情報伝達の工夫」について授業を行った。情報を相手に伝達するには，情報の記号化と復号化という過程があることを前時で学習している。実習では，自分が描いた絵を言葉に置き換えて相手に伝え，受け手はその言葉から絵に戻すことを体験させた。

また，情報を言葉で伝える際に受け手が質問できない場合とできる場合の両方で実習を行い，片方向通信と双方向通信の違いについても体験的に理解できるように実践した。
４．実践結果と考察

この実習の感想で最も多い意見が，「おもしろかった」「またやりたい」というものであった。本来の実習の目標に則した感想には，「受け手から質問されることで，自分の説明の不十分な点が分かった」「思ったようには伝わらず，情報伝達の難しさを知った１時間でした」「初めに伝えた言葉で，相手がイメージしたことは，後から説明してもなかなか変更できないことが分かった」という意見が多いことから，情報の記号化に工夫が必要なことを理解した生徒が多かったと思われる。

また，「質問できる方が難しい絵を伝えることができた」「片方向の情報伝達より双方向の方がわかりやすく，正確に情報が伝わることが分かりました」という意見から，本時の目標の一つである片方向と双方向の情報伝達の違いが理解できたようである。その他にも，「わたしは，受け手になる方が苦手だということが分かった」というように，人によって立場の得手，不得手があることを発見する生徒や，「言葉だけでは全てを伝えることはできないと思った」「言葉だけでは伝わりにくいことが分かりました。やっぱり絵といった伝達方式も必要で，人間はとても便利なものを発明したと思いました」「言葉を使って伝えるということは，受け手には創造力が，送り手には話術が必要だと思った」「言葉は情報を伝える大切な手段の１つだと改めて実感しました」といった意見のように，さまざまな情報伝達手段の中における，言葉のはたらきをあらためて考える生徒もいた。

以上のことから，生徒が興味を持ち，情報伝達の基本的な仕組みを理解できる実習であると考えられる。
一方，反省点としては，キャラクターの絵を描く生徒がおり，今回の実習では，コミュニケーションのしくみを理解する点にあったことから，「伝える絵にはキャラクターを認めない」実習が最も適していたのではないかと考えられる。
５．今後の課題

生徒の感想に「相手に情報を伝える時間が短かった」とあり，情報伝達の時間をどの程度確保すれば，より実習効果があがるのか工夫する必要がある。また，「４．実践結果と考察」にもあるように，実習に使用する絵をどのようなものにすると，より目的にふさわしい実習となるのかが課題である。
